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多様な学びを支えるネットワーク構築事業《一部新規》【知事重点事業】
（不登校対策等支援事業費）
事業内容


【事業目的】
不登校児童生徒のうち、学校内外の機関等につながっていない児童生徒に対して、学びの機会の保障や、社会参加から離脱させないために社会とつなげる環境を構築する。

【当初予算額】　１９，２７８千円

【事業内容】
多様な学びを支えるネットワーク構築事業（不登校対策等支援事業費）《新規》【知事重点事業】
不登校児童生徒を社会とつなげ、学びの機会を保障するため、「小中学生を対象とした大阪府不登校支援センター」を大阪府教育センター内に設置し、通所支援やオンライン支援、不登校相談を行うとともに、市町村の教育支援センター等と連携した支援ネットワークを構築する。
1 通所支援
・小中学校に在籍する不登校児童生徒が通所し集団活動や学習支援、カウンセリング等を行う。
2 オンライン支援
・オンラインを活用した学習活動や集団活動、オンラインでの社会見学等を実施。
3 不登校相談や市町村とのネットワークづくり
・児童生徒や保護者に対する不登校に係る相談を実施
・各市町村が運営する市町村教育支援センターとの連携体制の構築

関連事業容


１：不登校対策等支援推進事業（不登校対策等支援事業費）【知事重点事業】
当初予算額：１９９，６５０千円（前年度１７８，７５３千円）
　　　　市町村が校内教育支援ルームに支援人材を配置するための補助を実施。

２：スクールカウンセラー配置事業費（小中学校）【知事重点事業】
当初予算額：５９５,５２４千円（前年度６０４，８２４千円）
政令市をのぞく府内すべての小学校・中学校への配置を継続。
全小学校に年１２回、全中学校に年３５回配置。

３：スクールソーシャルワーカー配置事業費【知事重点事業】
当初予算額：７４,８６３千円(前年度７４，８６３千円)
学校と福祉を繋ぐ専門家としてSSWを各中学校区へ配置できるよう市町村への補助を継続。
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